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印象的だった若者の発信
2016 年度大会で得られたもの

石巻大会実行委員会幹事長　福留邦洋（東北工業大学）

　2016 年度の大会は、東

日本大震災発生から 5 年

が経過した宮城県石巻市を

会場として 10 月 1 ～ 2 日

（エクスカーションは 9 月

30 日）に開催された。6

つの分科会では東日本大震

災に関連する内容が多く扱

われ、18（20 のうち 2 発

表が取り下げ、欠席）の口

頭発表と 3（4 のうち 1 発

表が欠席）のポスター発表

が行われた。

　分科会、口頭発表とも大

会事務局がハラハラするほ

ど時間超過し、大いに盛り

上がった様子であった。ま

た会場には、震災直後の新

聞やボランティア活動の様

子、地元 NPO などの復興

への取り組みなどが展示さ

れた。

　公開シンポジウムでは、

「被災地から未来へ」をテー

マに高校生や大学生からの

震災の復興は現在進行形で

あり、この大会だけですべ

てを網羅できるわけではな

い。分科会で調査手法等に

関する検証が行われたが、

東日本大震災の復興過程や

各事業の成果や影響等を振

り返る内容が弱かったとの

声も聞かれた。

　復興過程等を冷静に議論

するにはもう少し時間を要

する気もするが、学会の目

的からすると避けて通れな

い部分であり、東北地方の

中でも宮城県、岩手県、福

島県で異なる。来年度の大

会（兵庫県立大学）など今

後の大会への宿題となっ

た。

　最後に、大会開催にあた

り会場を提供してくださっ

た石巻専修大学をはじめ、

各種の企画、実施に尽力い

ただいた関係各位に深くお

礼申し上げたい。

震災の伝承、発信、彼女た

ちの素朴な疑問、意見に大

人が応え、議論する二部構

成となった（詳細はシンポ

ジウム報告を参照された

い）。十代や二十代の積極

的な姿勢は、これまでの被

災地のイメージとは異なっ

た印象を持たれた方も少な

くなかったと思われる。

　過疎・高齢化の加速が懸

念される被災地であるが、

震災から新しい芽が生まれ

ようとしている兆候、たく

ましく向き合おうとしてい

る若人が存在することをエ

クスカーションやシンポジ

ウムなどで確認できたので

はないだろうか。

　こうした活動や希望に多

くの会員が関心を持ち、さ

まざまな形で関わり、広げ

てゆく機会に本大会がなっ

たとすれば幸いである。

　言うまでもなく東日本大
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　過去の災害の記憶の中で

語りつがれてきた記憶の要

件とは何か、教育（学校教

育・社会教育）がどのよう

な役割を果たすのかを検討

した。

　川島秀一氏（東北大学）

から、年中行事を通した語

り継ぎ事例の報告があり、

語りつがれているものは、

必ずしも意図した形で語り

つがれているわけではない

という事実が示された。

　森本晋也氏（岩手大学）

からは、東日本大震災の経

験に基づき復興教育を策

定、それを学校教育に取り

入れる取り組みが、高森順

子氏からは、阪神大震災の

手記から学びを得るという

大学授業の事例紹介があっ

た。

成立する。教育は「生きて

いる文化」の創出「提示さ

れる文化」を通した想起に

おいても重要な役割を果た

している。

阪本真由美（名古屋大学）

　大会初日午前９時半から

11 時 50 分 に か け て、 会

場 4203 にて、「東日本大

震災と復興に関する被災者

調査データの二次分析と分

析方法の検討」が開催され

た。

　分科会は、東京大学総

合防災情報研究センター

とサーベイリサーチセン

タ ー が、2012 年 お よ び

2013 年に、被災地 4 地点

（女川、亘理、気仙沼、南

相馬）で行った調査の二

次分析をテーマとしたも

ので、調査は質問紙調査

の形式をとりつつも、半

構造化された傾聴インタ

ビューの膨大な記録が残

るものだった。

　小林氏（明治大）より調

査概要と一次分析結果、二

次分析への期待が述べら

れ、堤氏（東京正徳大）と

増田氏（東京大）によるテ

キストマイニングの分析結

果が報告された。

　続いて、佐藤香氏（東京

大）より KJ 法の分析結果、

佐藤慶一氏（専修大）より

Nvivo を用いた質的分析の

試みの報告があった。

　その後、田中氏（東京

大）の司会でフロアを交え

たディスカッションが行わ

れ、質的調査の特性や復興

計画への利用可能性、膨大

な被災者調査の共有や公開

の可能性、被調査者が分析

する上での問題などが議論

された。 

佐藤慶一（専修大学）

　「大学生の被災地での学

びと貢献―学生ボランティ

ア支援・サービスラーニン

グ・COC プログラムの課

題と可能性―」というタイ

トルで開催し、学生ボラン

ティア支援や COC、COC+

等の文科省プログラムの一

環として、東日本大震災や

熊本地震の被災地で行われ

ている社会貢献活動と大学

教育を結びつける取り組み

について、熊本大学・福島

大学・神戸大学・東北大学

から、それぞれの取り組み

について報告があった。

　熊本大学からは工学部の

学生サークル「熊助組」の

活動が紹介され、熊本地震

以前から水害対応を想定し

て日常的に社会福祉協議会

などと連携を取っており、

そのため熊本地震に際して

もボランティアセンターの

支援等に素早く対応できた

旨等が紹介された。また益

城町の仮設住宅調査の活動

も紹介された。

　福島大学からは COC の

取り組みについて、神戸大

学と東北大学からはボラン

ティアセンターによる東北

と熊本でのボランティアバ

ス活動について、それぞれ

報告があった。

　各大学とも成果が出てい

るが今後の継続について不

安があり、大学ないし国が

取り組みを支える必要性が

指摘された。

藤室玲治（東北大学）

石巻大会　分科会から

教育を通した
震災学習システムの構築第 1分科会

震災継承、教育の役割大

東日本大震災と復興に関す
る被災者調査データの二次
分析と分析方法の検討

第 2分科会

被災者調査
多角に活用

大学生の被災地での学び
と貢献―学生ボランティ
ア支援・サービスラーニ

ング・COC プログラムの課題と可能性

第 3分科会

成果大きい
学生V活動

　北野央氏（せんだいメ

ディアテーク）から、記録

を残すだけでなく、記録者

と一緒に記憶を創出するこ

との重要性が示された。武

内宏之氏（石巻日日新聞）

からは、戦時中に紙の配給

が停止し窮地に陥った話の

記憶が、新たに壁新聞作成

に結びついたとの事例紹介

があった。

　語りつぎは、記憶を持つ

人による「生きている文化」

と、他者に向け「提示され

る文化」の相互過程により

第
１
分
科
会
の
様
子
を
報
告
す
る
阪
本

さ
ん
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　第 4 分科会「災害復興再

考」では、研究・実践知が

蓄積しつつある災害復興を

今一度捉え直すため、その

前提となる「現場」という

言葉の意味付けを共通の軸

として、登壇者（高原・臨

床哲学、宮前・グループ・

ダイナミックス、高森・同

左、青山・映像学）、コーディ

ネーターの石原先生、コメ

ンテーターの室﨑先生、フ

ロアの皆さんと対話の場を

持った。

　登壇者の発表から、現場

はそこにあるのではなく、

研究者の介入によって「現

場化」するという点（被災

地域の人々にとってそこは

「現場」ではなく「ふるさ

と」である）や、現場は言

語化されたものと言語化さ

れていないものが同時に立

ち現れており、言語化され

ていないものを言語化する

ことが研究者の役割のひと

つである点など、研究者と

現場との関与のあり方につ

いて対話が続いた。室﨑先

生からは、現場研究のゴー

ルは特殊解（ローカルな場

において通用する実践・研

究知）と普遍解（他の現場

でも援用可能な実践・研究

知）の 2 つが目指される必

要があり、災害復興研究は

研究者と実践者の集団的連

携プレーと「前提を疑う」

人文学的視点が不可欠であ

るとの見解が示された。

高森順子（ひょうご震災記

念 21世紀研究機構）

　「災害ケースマネジメン

トの創設を通した被災者生

活再建支援制度の向上―被

災者生活再建支援法の改正

をめざして―」と題して報

告が行われた。

　宇都彰浩（仙台弁護士

会）は、石巻市における在

宅被災者の個別訪問調査か

ら見えてきたリアルな課題

を報告した。救済の網から

漏れ落ちた人々が、暮らし

と命が危機に瀕している実

態が胸に突き刺さる。菅野

拓（阪神・淡路大震災記念

人と防災未来センター）は、

災害ケースマネジメントと

いう被災者支援の取り組み

を先行している仙台市や熊

　地元４団体が取り組みを

報告。カネも人もある外部

団体に比べ、自ら被災しな

がらの活動は困難を極め

た。

　でも、その熱い思いが輪

を広げた歩みを共有した。

　「ベビースマイル石巻」

荒木裕美さんは「お母さん

達の居場所をつくる」とＮ

ＰＯ法人化を決意。助成金

申請が中長期的な目標を描

く契機になり「書類書きに

鍛えられた」と報告した。

　「WE  ARE  ONE 北 上 」

佐藤尚美さんは、住民が納

得するまちづくりや北上を

出た人への声掛けに努めて

おり「仲間と笑い合えるの

が幸せ」と語った。

　活用してきた復興応援隊

制度について「みやぎ連携

滋紀さんは「住民が仮設か

ら復興住宅へ移り、活動は

また一から」と指摘しつつ

「住みよい石巻を自分たち

でつくる」と力を込めた。

所澤新一郎（共同通信）

本市の実践例を紹介し、建

物被害だけにフォーカスす

る “罹災証明中心主義” か

らの脱却を求めた。そし

て、吉江暢洋（岩手弁護士

会）が、生活困窮者自立支

援法の実施の枠組みをベー

スにした現実的に設計可能

な被災者生活再建支援制度

の新たな仕組みを鋭く提案

した。

　コメンテーターの山崎栄

一（関西大学）は、既存の

法制度の隙間で苦しんでい

る人々に光を当ててこな

かったこれまでの社会の姿

勢を省み、策定中の「総合

被災者支援法」の思想を紹

介した。本分科会は、これ

からの具体的な行動方針を

力強く指し示す場となった。

津久井進（兵庫県弁護士会）

石巻大会　分科会から

災害復興再考：「現場」と
いう概念に注目した人文
学的アプローチの挑戦

第 4分科会

災害「現場」
とはなにか

災害ケースマネジメント
の創設を通した被災者生
活再建支援制度の向上―

被災者生活再建支援法の改正をめざして―

第 5分科会

被災者救う
新制度提言

石巻発：地元団体のこれま
で、これから第 6分科会

被災地市民活動を語る

復興センター」の石塚直樹

さんが、新潟県中越地震以

降の流れを解説した。

　蛤浜でカフェを始めた  

「はまのね」亀山貴一さん

は、助成金審査で落ちるこ

とが続いたが、応援に訪れ

た人たちと「手作りで始め

たのがよかった」と振り

返った。だが巨大な防潮堤

計画には「本当にショック。

復興って何なのか」と訴え

た。

　子どもたちに寄り添う  

「にじいろクレヨン」柴田

第
６
分
科
会
の
模
様
を
報
告
す
る
所
澤

さ
ん
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　公開シンポジウムは「被

災地から未来へー子どもた

ちと考える復興」をテーマ

に、東日本大震災の教訓の

伝承や復興のあり方を考え

た。総合司会はエフエム仙

台の石垣のり子さん。

　第 1 部は 3 人の若者が、

被災体験と語り部活動な

どを報告。宮城県石巻高 2

年の津田穂乃果さんは「一

時は感情を抑えられなかっ

たが、先生や家族の支えが

あって立ち直れた」と述べ

た。

　岩手県立大宮古短大 1 年

の小国夢夏さんは「震災を

受け入れることはできない

が、震災後の出会いは私を

成長させた」と発言。宮城

県石巻北高 3 年の勝又愛梨

さんは仲間と取り組む「女

川いのちの石碑」を説明し、

「千年後の人たちが、つら

い体験をしないように活動

を続ける」と語った。

　第 2 部は東松島市長の

阿部秀保さん、NPO「KIDS 

NOW JAPAN」事務局長の

佐藤敏郎さん、福島大ふく

しま未来学推進室事務局の

北村育美さん、京都大防災

研究所教授の矢守克也さん

が登壇。東北大災害科学国

際研究所助教の佐藤翔輔さ

んの進行で、若者 3 人を交

えて討論した。

　新潟県出身で中越地震が

起きた時に大学生だった北

村さんは「地震があったか

ら自分に何ができるか考

え、まず一歩を踏み出した。

それが今につながってい

る」と若者たちに助言した。

復興感を問われた矢守さん

は、阪神大震災で小学 5 年

の娘を亡くした母親が、娘

の同級生が二十歳を迎える

9 年目に絵本を書いた逸話

を紹介。「被災者一人一人

異なる時間で復興は進む」

と話した。

　今後の抱負について阿部

さんは、「東松島市はこれ

から住民自治をさらに進め

る。共助の社会をつくり、

少子高齢化、防災・減災に

対応していく」と宣言した。

佐藤敏郎さんは「大震災で

学んだことを 3・11 よりも

前に分かっていれば、もっ

と悲しまなくて済んだし、

失わなくて済んだ。だから

伝える」と強調した。

　総括で日本災害復興学会

の中林一樹会長は「人と人

がつながることが、『未災』

の地の防波堤になり、被災

後に未来を切り開く道にな

ることを若者に教えられ

た」と締めくくった。

須藤宣毅（河北新報）

　六つの分科会を終えた

後、各分科会の成果を報告

する全体会が開かれた。

　報告したのは各分科会を

企画した阪本真由美（名古

屋大学准教授）、佐藤慶一

（専修大学准教授）、藤室玲

治（東北大学特任准教授）、

高森順子（ひょうご震災

記念 21 世紀研究機構研究

員）、津久井進（弁護士）、

所澤新一郎（共同通信東京

編集部長）の 6 氏。すでに

分科会の詳報がなされてい

るため、本稿ではいくつか

の議論に絞って紹介する。

　阪本准教授は、過去の災

害での語り継ぎは記憶を持

つ人による「生きている文

化」と、他者に向け「提示

される文化」の相互過程に

より成立すると指摘。教育

は「生きている文化」の創

出のほか、「提示される文

化」を通した想起において

も重要な役割を果たしてい

るという報告をした。

　佐藤准教授は被災地 4 地

点（女川、亘理、気仙沼、

南相馬）の仮設住宅で実施

した被災者調査のデータの

二次分析と分析方法の検

討をテーマに報告。復興計

画への利用可能性や膨大な

データの共有と公開の可能

性、被調査者が分析にあた

る際のマナーなどについて

議論したことを伝えた。

　高森研究員は、災害復興に

おける「現場」のあり方を考

察する分科会を企画。研究

者らによって名指しされる

ことによって「現場」となる

ことを肝に命じたうえで、

研究者と実践者、住民らによ

る連携プレーが必要であり、

その第一歩として文理横断

団体の代表らを招いて、分

科会「石巻発・地元団体の

これまで、これから」を企

画。当初はリソースのある

人に比べてハンディがあっ

たが、地元だからこそ行

政と信頼関係を築くことが

できたと報告。外部からの

支援が減っていく中での課

題を話し合い、これからは

ファンドなどの仕組みが重

要になってくると指摘し

た。野呂雅之（関西学院）

公開シンポジウム
若者の体験に共感
　ひとのつながり 復興のカギ

教
訓
の
伝
承
や
復
興
の
在
り
方
に
つ
い

て
意
見
を
交
わ
す
パ
ネ
リ
ス
ト
た
ち

全体会で分科会成果報告 型の研究者によ

る実践、研究が

必要不可欠であ

ると指摘した。

　所澤部長は地

元で活動する 4

大矢根淳・専修大学教授（右端）の司会
で開催された分科会・全体会
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　「じゃあ『仮設』に帰る

ね」。岩手県釜石市の釜石

高３年、寺崎幸季（ゆき）

さんは、自らも暮らす仮設

住宅をめぐる周囲のこんな

会話に違和感があった。「何

で、みんな『家』って呼ば

ないのだろう」

　「無機質な仮設を、以前

の家みたいに愛着あるよう

にしたい」。灰色の仮設住

宅の壁をマグネットで彩る

取り組みを始めた。10 セ

ンチ四方のマグネットに

ハート形に切り抜いたシー

トを貼る。企業や全国に輪

が広がり、カラフルな 6 千

枚がそろった。作業には仮

設の住民も加わり、「また、

こうして集まれたらいい

ね」と言ってくれた。

　2016 年春、集約のため対

象の仮設は撤去され、住民

が「色のない仮設に移るの

は寂しい」とつぶやいた。そ

れでも、はがしたマグネッ

トが再入居先の仮設の冷蔵

庫などに再び貼られるのを

見ると「やってよ

かった」と思う。

　友人と海釣りを

していたとき東日

本大震災の強烈な

揺れに遭った。波

が引いたので「津

波が来る」と直感

し、逃げて難を逃

元。でも震災支援で訪れた

人が「釜石が好き」と口を

そろえる。「憧れていた都

会の人がなんで？」と刺激

を受けた。何か企画すると

必ず誰かの反応があるこの

町にひかれ始め、今では「絶

対帰ってきたい」。釜石で

何かしようという人も増え

てほしいと願う。

⑤寺崎幸季さん（岩手県釜石市）
共同通信 所澤新一郎

東北若者通信

れたものの、幻聴などに見

舞われ PTSD と診断された。

　きつかったときを支えて

くれたのは「お笑い」だ。

芸人を招いたイベントも企

画し、笑いは「人を助ける

力がある」と確信した。中

学卒業後、吉本興業の面接

を受けたことも。

　前は「大嫌い」だった地

　市街地コースは主に石巻

市街地を巡るコースとなり

ました。まず、石巻のまちづ

くり会社である㈱街づくり

まんぼうの苅谷智大氏より、

「石巻市中心市街地における

復興に向けた取組み」とい

う題目で講話を頂きました。

　その後、苅谷氏らの、街

づくりの取組みの一環であ

る「橋通り COMMON」（チャ

レンジショップコンテナ）

で昼食となりました。午後

は、（公社）みらいサポー

ト石巻の藤間千尋氏をコー

ディネーターとして市街地

の「車中案内」と「防災ま

ちあるき」が行われました。

車中案内では、昨年オープ

ンした東洋最大規模の魚市

場、同社が設置・運営して

いる南浜つなぐ館、市街地

を展望できる日和山を訪れ、

震災発生からの経過につい

て解説頂きました。

　防災まちあるきでは、同社

が構築した石巻伝承 AR アプ

リ内蔵のタブレット端末を

使って、中心市街地の震災前、

震災発生直後、未来の像を分

かりやすく解説頂きました。

参加者からは「復興に向け

た熱意や震災伝承の重要性

を肌で感じることができた」

等の感想を頂きました。

　午前も午後も参加者と講

師による活発な質疑応答が

あり、中身の濃い充実した

半日となりました。ご参加

頂いた皆様、講師の御両名

に改めてお礼申し上げます。

佐藤翔輔（東北大学）

　高台に移転した新野蒜駅

（JR 仙石線）に参加者 14

人が集合し、マイクロバ

ス（協力・割烹民宿めぐろ）

に乗り出発しました。東松

島市から石巻市までの沿岸

部の被災の状況が見られる

箇所を視察しました。

　日和山では、震災前の写

真と見比べながら、住宅地

であったが今は草が生い茂

る南浜町と、魚町の再建さ

れている冷凍庫や加工場等

を高台から眺めました。

　コーディネートした伊東

会員の入居する災害復興住

宅の室内を見学。市街地を

歩き、“石巻市復興まちづく

り情報交流館中央館” を見

学し、渡波地区の防災集団

移転地区へ向かいました。

　女川町では、新駅舎と商

店街、元運動公園内に建て

られた災害復興住宅や野球

場に建てられた３階建ての

仮設住宅を見ました。

　その後、牡鹿半島に向か

い、海岸線では、防潮堤の高

さを実感しました。 “復興ま

ちづくり情報交流館 牡鹿館”

に到着し、高台移転の完成状

況の写真や図面等を見まし

た。夜は、割烹民宿めぐろで

名物キンキのみぞれ揚げ等

美味しい海の幸を頂き、石巻

市総務部次長の二上洋介氏

から、復興まちづくりの状況

等について講義をしていた

だきました。ご協力ありがと

うございました。

宮定章（まち・コミュニケー

ション）

石巻大会 エクスカーション

市街地コース
復興の明暗も
実感

離半島コース
防潮堤を
見上げる



JSDRR Newsletter �

　東日本大震災で甚大な被

害を受けた自治体の一つ、

岩手県大槌町では、町民の

コミュニティ形成に関する

活動の支援人材として、今

年度から地域ごとにコー

ディネーター、アドバイ

ザーを配置した。

　大槌町は、震災から 5

年が経過し、ようやく住宅

再建や公営住宅が完成し始

めた。地区によっては、従

来の住民層に加え新しい住

民層が入り、コミュニティ

の再構成が問われる内陸側

の地域や、沿岸では、戻っ

てくる住民が 3 分の１と

いた住民が多く、そもそ

もどうやって地域に入って

いくのかがわからないとい

う所からのスタートとなっ

た。

　張り切って地域のイベン

ト活動に関わるコーディ

ネーターもいれば、洗礼を

浴びたコーディネーターも

いる。

　自治会結成に向けて従来

の住民層と新しく入ってき

た住民の関係性を少しでも

ほぐそうと互いの言い分を

聞きに回った担当コーディ

ネーターは、思わぬ対立に

巻き込まれ、不信感を抱か

れてしまったこともあっ

た。

　また、地域の憩いの場の

ルールづくりを自治会役員

より任され、2 週間ほどで

ルールの張り紙まで作成し

たものの、張り紙がされな

い日々が 1 か月以上続い

た。自治会会長に申し入れ

をしても、他の協議事項が

優先されてしまう。

　コーディネーターの腕の

見せ所は、臨機応変な対応

と迅速な活動、従来のあり

方に縛られない点である。

コーディネーターのフレッ

シュな感覚で、従来の住民

自治組織やピラミッド型意

思決定システムとの壁を如

何に乗り越えていけるか。

新たな挑戦が始まった。

激減する所もある。

　そこで「元気なご近所づ

くり」と題した事業を展開

することになった。私も地

域アドバイザーとして、地

域の先生役として関わって

いる。

　当事業の狙いは、地域を

牽引していく若い世代の人

材を育てることにある。各

地区から地域コーディネー

ターとして 1 ～ 2 人、20

代から 40 代より男女均等

に配置した。

　選ばれたコーディネー

ターは、これまで町内会や

自治会などと距離を置いて

東北大学大学院　坂口奈央

地域をほぐす

⑤災害公営住宅の高齢化と交流
河北新報 須藤宣毅

　東日本大震災発生から 9

月で 5 年半年がたった。岩

手、宮城、福島各県では災

害公営住宅の整備が進み、

3 県で約 3 万 5000 人が新

しいコミュニティーで生活

している。

　入居者の顔ぶれを見ると

65 歳以上が 38.9％を占め、

3 県の平均より 11.2 ポイ

ントも高いことが、河北新

報社の調査で分かってい

る。

　災害公営住宅の整備率

は 今 年 8 月 ま で に 岩 手

57.3 ％、 宮 城 64.0 ％、 福

島 50.6％になった。入居す

る高齢者は 1 万 3000 人余

りで、そのうち 1 人暮らし

は 4000 人を超える。孤独

死は少なくとも 3 県で 19

人に上った。

　このように災害公営住宅

では、新しい隣人との交流

や高齢者の孤立防止が課題

になっている。多くの自治

体が、自治会組織の設立支

援や生活相談支援員らによ

る見守りなどに取り組む。

　住民も自ら動きだした。

その一つが宮城県石巻市の

二番谷地災害公営住宅。市

のパッチワークを制作して

いる。完成品 540 個をつ

なぎ合わせて、集会場の玄

関を飾る計画だ。

　会長の讃岐政子さん（79）

は「普段から住民が顔を合

わせ、声を掛け合える雰囲

気にしたい。活動の輪が広

がるよう、男性や若い世代

が参加しやすいイベントも

考えていく」と話す。

入居者が「ものづくりの会」で作ったパッチワーク

内各地から移り住んだ 35

世帯が暮らす。住民組織「団

地会」は住民同士のつなが

りを築こうと、卓球の練習

会、清掃活動などを企画し

ている。

　本年度は月 1 回のペース

で、「ものづくりの会」も

開 く。60 ～ 70 代 の 女 性

7、8 人が参加し、集会場

で 500 円玉ほどの大きさ


